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   This report deals with a case of ureteral polyp observed in a 16-year-old male who had 
a chief complaint of asymptomatic hematuria. A brief discussion was made on the disorder 
so far reported in domestic literatures. The case was found to be the seventh reported case 
and to be the youngest one.
　　　　　　　　 緒　 　 　 　論
　 原発性尿管 腫瘍は他の泌尿器科臓器の腫瘍に
比 して 従 来 より 非常 に 稀 な もの と されてい る
が,近 年 かな り多 くの報告 がみ られ る様 になつ
て来 た.本 邦 に於 て尿管悪性腫瘍 は110例余 に
昇 り就中 良性腫瘍 は55例の報告 を見 る.こ の中
尿管 ポ リープは1949年中野の報告以来最近迄 に
12例を数 えているのみ で未だ稀有 な疾患 と云 え
る.著 者 も比較的 巨大 な尿管 ポ リープの1例 を



































プがあり,先端は 出血し黒色に 変色していた.長 さ
7cm,重さ4.89であつた.同 部の尿管はやや蒼白色










報告 して以来,良 性腫瘍 はLebert(1861)の
Polypoidfibrom,悪性腫瘍ではWising&Blix
(1878)の尿 管癌 の 報告がそれぞれ 第1例 であ
る.Scottは1950年迄の240例,Abeshouseは
1956年454例を集 めて文献的考察 を行 なつ てい
る.
本邦に於 ては高橋(1920)が乳頭腫を報告 し





その大 半の9例 は1960年以降 の報告 で増加 の傾
向に ある.
ポ リー プは内腔 に突 出した有茎性の腫瘍 を意
味 し,そ の成因 には迷芽説 も上げ られ てい るが
尿管粘膜 に於け る慢性炎症又 は機械的刺激に加
うるに 不可逆性 の 茎捻転 が 考 え られ てい る.
Pollakはその本態は 粘膜の 正常構成要素 よ り
成 る浮腫性結締織で あると述べていて一般に容
れ られ ている.従 つ てポ リープを腫瘍 と見 るに
は疑義が あるが臨床 上ポ リープが次第に増 大 し
て来た時は尿管腫瘍 と同 じ症 状を呈 して来 る.
藪 に 自験例を含めて本邦報 告例について述べ
ると,
年令別:最 低年16才,最 高年52才であ り,40
才台4例 で最 も多 く他 は30才台3例,10才 及 び
50才台がそれぞれ2例,20才 台1例 であつた.
10才以下の幼年及 び60才以上 の老令者 には1例
もな くその間 の各年台に分布 していて癌 に見 ら
れ る様 な著 明な好発年令 はない.
性別:男 子6例,女 子6例 で 相半ば してい
る.
発生部位:患 側 は右 側5例,左 側7例 で部位
は尿管下部1/3・8例,中間1/3・2例,上部1/3・1
例,不 明1で 下部1/3が最 も多 く,好 発部位 と
云え る.之 は 同じ く尿管腫 瘍全体 について見 る
と尿管下 部1/3の発生 率はAbeshouse74.4%,
Scott62.6%,本邦例 内倉57%,北 山等40.6%


















































































発生部位麟 組 織 所 見
尿管下端 0,15線 維i性ポ リー プ






1.0粘 膜 ポ リー プ 撫 鱒 嚇 術 …蝟 症・尿管結石






































・麟 中絶 右中 間 部
灘 数i左「下 端
14.5 〃 腎尿管摘除術
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リ ー プ 症 例 を 報 告 し,簡 単 に 本 邦 の 交 献 的 考 察
を 加 え た.本 症 例 は 本 邦 第7例 に 相 当 し 最 若 年
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